



2000年1月14日 ～3月12日 にか けて の約2ヵ 月 間 、私 は ス イ スの ザ ンク
ト ・ガ レ ン州 に滞 在 し、英 語 教 育 の現 場 を 見 学 した。 そ の な かで 、 ザ ン ク
ト ・ガ レ ン大 学 のDr.S.ウ ィ ラー名 誉 教授 や 日本 語 と文 化 論 の 非 常 勤 講
師、Dr.H.ラ イ ン フ リー ド先 生 か らス イ ス の言 語 事 情 に っ い て 大 変 興 味
深 い話 を うか が う機 会 を得 た。 専 門 的 な論 文 で はな いが 、集 め た資 料 と こ
れ らの先 生 方 の話 を整 理 し、 ス イ ス の人 々 の言 語 の 間 題 とそ の現 実 を報 告
した い。
1.ス イ スで使用 され る言 葉 とは
ス イ ス人 の言 語 事 情 を簡 単 に ま とめ る と、 次 の よ う に述 べ る こ とが で き
るで あ ろ う。 「ス イ ス は公 に認 め られ た 四 っ の言 語 が 用 い られ て い る 国 で
あ るが、 ほ とん ど の ス イ ス人 は これ ら四 つ の言 語 す べ て を 日常 生 活 の中 で
使 って い るわ けで は な い」。 た だ し、 この文 言 は ス イ ス の 言 語 事 情 の 一 面
を表 わ して い る にす ぎず 、 実 際 の と こ ろ、 ス イ ス に は言 語 に付 随 した色 々
な複 雑 な問 題 が あ るの で あ る。
ス イ スの言 語 分 布 は大 き く分 け る と、 四 っ の部 分 に区 別 で き る。 ドイ ツ
語 圏 、 フ ラ ンス語 圏 、 イ タ リア語 圏 、 そ して レー トロ マ ンス 語 圏 で あ る
74
(地図参 照)。
スイスの言語分布 とカ ン トン名
〔 コ ドィッ語 騨 乃 ン刈 薔 圃 イタリァ驕
%レ ート・マンス語
『物語 スイスの歴史』森田安一著(中 央公論新社)よ り。
この四 つ の地 域 の 中 で ドイ ツ語 圏 の割 合 が一 番 大 き くな って い る。
次 に、人 口 と言 語 使 用 の割 合 を示 して み よ う。
● 全 人 ロ にお け る各 言 語 の使 用 者 の 割合(外 国 人 を含 む)
①1980年(6,365,986人)
ドイ ッ語65%フ ラ ンス語18.4%イ タ リア語9.8%レ ー トロ マ ン
ス語0.8%そ の他6%
②1990年(s,s73,678人)
ドイ ッ語63.7%フ ラ ンス語19.2%イ タ リア語7.6%レ ー トロマ
ンス語0,6%そ の他8.9%
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1980年 か ら1990年 の10年 間 に起 った変 化 を① と② の数 字 の比 較 か らみ て
み る と、 そ の他 の言 語(ス イ スの公 用語 と して認 め られ て い な い言 語)の
増 加 と同 時 に フ ラ ンス語 の割 合 が約1%増 え、 一 方 で ドイ ッ語 の割 合 が1
%以 上 減 少 して い る こ とが わ か る。 イ タ リア語 と レー トロ マ ンス語 はそ の
数 を減 ら して い るの で、 い ず れ 将 来 は ス イ スの 国 内 で 存 在危 機 に陥 るで あ
ろ う と推 測 され て い る。
第一 に レー トロマ ンス語 圏 に つ いて 整 理 す る と、 この語 圏 はす べ て同 質
で は な い。 五 っ の異 な る方 言 が 存在 し、 大 き く二 っ の グル ー プ に区 別 さ れ
る。 ア ル プ スの北 側 に は三 っ の 方言 が あ り、 南 側 す な わ ち エ ンガデ ィ ン地
方 に は二 っ の方 言 が 存 在 す る。 少数 の人 々 しか話 さな い レー トロ マ ンス語
の種 々 な方 言 が 生 き残 って い る理 由 は、 この地 方 に住 む 人 々 が他 の 公 用語
と 自分 た ちの レー トロマ ンス語 の二 っ の言 語 の 使 用 者 で あ り続 け た い と望
む こ とに あ る。 しか し、 も しこの状 況 が 複 雑 化 す る と、 他 の多 くの言 語 が
消 え て い った よ うに滅 び て しま う可 能 性 が あ る とい わ れ て い る。 幸 い な こ
と に、 現 在 は まだ 二 っ の言 語(レ ー トロマ ンス語 と ス イ スの他 の 公用 語)
を この地 方 の 人 々 は保 って い るの で あ る。
第 二 に、 ス イ ス で使 用 され て い る ドイ ッ語 につ いて 触 れ る と、 これ は し
ば しば 〈ス イ ス語 〉(Schyzertutsch)と 呼 ば れ る。 〈ス イ ス語 〉 と い う も
のが 、 実 際 に特 別 な言 語 の一 っ と して 存 在 す るわ け で はな い。 ス イ ス の公
用語 と して の ス イ ス ジ ャー マ ン方 言(SwissGermandialects)は 標 準 ド
イ ツ語(Hochdeutsch)の 変 種 で あ り、 ス イ ス人 が書 い た り、 公 式 の 場 や
ドイ ッ人 、 外 国 人 等 と会 話 を交 す場 合 に使 わ れ るの で あ る。
さ らに、 公 用語 で あ る ス イ ス ジ ャー マ ン方 言 に は大 き く分 けて 四 種 類 の
方 言 が見 られ る。 ベ ル ン方 言 、 チ ュ ー り ッ ヒ方 言 、 アー ル ガ ウ方 言 、 そ し
て ライ ン ター レ方 言 で あ る。 これ らは それ ぞ れ の地 域 で話 され、 互 い に ど
こか違 って い る。 発 音 、 形 態 、 統 合 論 の点 で、 そ して と りわ け語 彙 の レベ
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ルで も異 な る場 合 が あ る。 極 端 な例 と して ア ッペ ン ッ ェル州 の 奥地 の方 言
は、 ス イ ス ジ ャー マ ン とい って も他 の地 方 の そ れ と は大 分 違 って い るの で
あ る。 私 は この ア ッペ ンツ ェル州 の 隣 の ザ ンク ト ・ガ レ ン州 に2ヵ 月滞 在
したが 、 ス イ ス ジ ャー マ ンが地 域 との 係 りが 深 く、 そ れ ぞ れ 少 し違 った方
言 だ か らと い って 、社 会 的 標 識 と して の機 能 を 持 って い るわ け で は な い と
実 感 した。 た だ し、 ベ ル ンや バ ー ゼ ル の地 域 の 小 集 団 で話 され る方 言 の 中
に は例 外 もあ るそ うだ。
この よ うな ス イ ス ジ ャー マ ン方 言 は一 般 的 な 話 し言 葉 で あ る。 も しあ る
ス イ ス人 が 仲 間 の スイ ス人 との 会話 の中 で 標 準 ドイ ッ語 を使 った と した ら、
そ の人 は気 障 な人 で、 場 違 い な こ とを や って い る と思 わ れ るで あ ろ う。
第 三 に フ ラ ンス語 圏 の 中 に見 られ る方 言 に っ いて 述 べ る と、 この地 域 の
方 言 は、 す で に実 質 上 す た れ て しま って い る。 そ の理 由 は、 フ ラ ンス語 の
方 言 を話 して い た ス イ ス人 が、 長 い間 標 準 フ ラ ンス語 の書 き言 葉 に慣 れ親
しん で きた と ころ に あ る と考 え られ る。 これ らの ス イ ス人 は文 法 、 語 彙 に
関 して 本 来 の フ ラ ンス語 の純 粋 性 を維 持 しよ う と努 力 し、 方言 に対 して 断
固 と して戦 い を い ど む姿 勢 を と って き たの で あ る。 こ う した フ ラ ン ス語 を
常 用 す る ス イ ス人 の言 語 行 動 に っ い て は歴 史 的 背 景 が あ る。 この人 々 は19
世 紀 以 前 に は 自分達 を ス イ ス の市 民 と して 充 分 認 識 して い なか った。 常 用
す る フ ラ ンス語 こそ が 彼 等 の ア イ デ ンテ ィテ ィー で あ り、 ま た誇 り高 き 自
尊 心 の標 だ った の で あ る。 〈パ リの 言 葉 〉 を 話 す こ と は 、 ドイ ッ語 方 言
(ス イ ス ジ ャー マ ン)を 話 す こ と と全 く対 立 して い るの で あ る。
しか しな が ら、 今 で もフ ラ ンス語 方 言 を使 って い る村 は い くっ か 残 って
い る。 例 え ば、 ヴ ァ レー(Valais)地 方 の エ ボ レー ヌ(Evolene)や ブ リ
ブー ル州(Fribourg)の ラ ロ ッシ ュ(LaRoche)と ト レボ ー(Treyvaux)、
ジ ュ ラ州 の ア シ ュ エル(Asue1)と ミエ ク ー ル(Miecourt)な どで あ る。
た だ し、 方 言 を使 って い るの は一 部 の 住 民 や カ トリ ック宗 派 の人 々 等 で あ
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り、 プ ロテ ス タ ン ト系 の人 々 や ヴ ォ ー と ジ ュネ ー ブで は フ ラ ンス語 方 言 は
姿 を消 して い る。
最 後 に、 イ タ リア語 にっ い て み て み よ う。 テ ィチ ー ノ(Ticino)地 方 と
ミゾ ック ス(Misox)地 方 で 話 さ れ て い る言 葉 は、 通 常 標 準 イ タ リア語 で
あ る。 ス イ ス ジ ャー マ ン方 言 や フ ラ ンス語(ス イ ス にお け る)と は対 照 的
に、 これ らの地域 で話 され て い るイ タ リア語 にっ い て 長 い間 人 々 は愛 着 を
感 じな か った よ うで 、単 な る社 会 的標 識 と考 え られて きた。 しか し、 や っ
と最 近 に な って この地 方 の イ タ リア語 は地 域 文 化 の保 護 や 自己認 識 の意 図
で、 地 元 の村 々 や 町 の人 々 に使 用 され る よ うに な って きた ので あ る。
さて 、 四 つ の言 語 の状 況 を簡 単 に ま とめ て み たが 、 これ だ けで もス イ ス
の公 用 語 が か な り錯 綜 して い る様 子 が想 像 で き るで あ ろ う。 一一っ 明 らか な
こ と は、 ス イ ス の国 は基 本 的 に複 数 の言 語(四 つ の言 語)を 公 用 語 と して
認 め て は い る もの の、 ス イ ス人 の0人 一 人 は、 日常 生 活 で単 一 言 語 を話 し
て い る とい う こ とで あ る。 一 般 に ス イ ス人以 外 の 人 々、 特 に ア メ リカ人 の
中 に は、 ス イ ス人 が複 数 の言 語 を普 段 か ら使 用 して い る と思 って い る人 も
い るが、 必 ず し もす べ て の ス イ ス人 が 、 そ の よ うな言 語 生 活 を営 ん で い る
わ けで は な い。 フ ラ ンス語 を話 す ス イ ス人 に っ いて は、話 し言 葉 と書 き言
葉 は同一 で あ り、 モ ノ リ ンガル(一 ケ国 語 使 用 者)で あ る。 イ タ リア語 を
話 す ス イ ス人 もや は りモ ノ リ ンガル で あ るが 、 自分 の方 言 と標 準 イ タ リア
語 に精 通 して い る。
ま た、 レー トロマ ンス語 を 話 す ス イ ス人 は、通 常 二 ヶ国語 使 用者(時 に
は三 ヶ国 語 使 用 者)と いえ る。 レー トロマ ンス語 を話 す 人 々 の周 囲 で は ド
イ ッ語 が使 わ れ て い る し、 エ ンガ デ ィ ン(Engadin)地 方 で は大 抵 の 住 民
が イ タ リア語 を話 して い るか らで あ る。
こ う して み る と、 レー トロマ ンス語 を 母語 にす る人 た ち は スイ スに於 い
て ニ ケ国 語 を使 用 しな け れ ば生 活 を営 む の が難 しい こ とが わ か る。 もち ろ
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ん他 の地 域 に も、 これ と似 た よ うな現 象 が見 られ る と こ ろが あ る
。 子 供 の
頃 か ら母語 に加 え て 日常 環 境 の た め に他 の公 用 語 を修 得 し、 この両 言 語 を
苦 もな く駆 使 す るの で あ る。 例 え ば、 ドイ ツ語 で ビー ル(Biel) 、 そ して フ
ラ ンス語 で は ビエ ンヌ(Bienne)と い うベ ル ン州 で 第 二 番 の 町
、 それ に フ
ラ ンス語 で ブ リブ ール(Frib。urg)・ ドイ ツ語 で フ ライ ブル グ(Freiburg)
と いわ れ る州 の一 部 の村 々 や 町 の一 部 で は、 ドイ ッ語 と フ ラ ンス語 の両 方
が使 わ れ て い る。
ビー ル(ビ エ ンヌ)と い う町 は、 ニ ケ国語 が 実 際 に 日常 で 使 用 され て い
る典 型 的 な所 で、 大 変 興 味 深 い町 で あ る。 昔 か ら こ こに住 ん で い る人 々 は
二 っ の タイ プに分 け られ る。 一 っ は、 フ ラ ンス語 圏 よ り も ドイ ッ語 圏 に対
して よ り積 極 的 な態 度 と知 識 を持 っ グル ー プ、 も う一 っ は そ の逆 の立 場 を
取 る グル ー プで あ る。 いず れ に して も、 この 町 の 住 民 の多 くは ドイ ツ語 と
フ ラ ンス語 を使 って 生 活 を営 み、 そ して 互 い に理 解 しよ う と して い るの で
あ る。 す な わ ち ビー ル(ビ エ ンヌ)に は、 二 っ の文 化 が平 行 して生 きて い
るの で あ る。 この町 の市 議 会 で は ロマ ン人(Romands:フ ラ ン ス語 圏 に
住 む人 々)議 員 は フ ラ ンス語 を話 し、 ドイ ッ語 を話 す 議 員 は ベ ル ン方 言 の
ドイ ツ語 を用 い て い る。 大 学 に至 る まで す べ て の教 育 機 関 で は
、 ドイ ツ語
また は フ ラ ンス語 の いず れ か で 教 育 が な され 、 ど ち らを選 ぶ か は住 民 の選
択 にゆ だ ね られ て い る。 教 育 機 関 だ け で な く劇 場 、 映 画 館 や そ の他 す べ て
の文 化 施 設 で も、 同 様 な こ とが行 わ れ て い る。 各 自が 母 語 に沿 った あ らゆ
る機 関 を利 用 で きる ので あ る。異 な る言 語 を 使 用 す る二 っ の グ ル ー プが 同
一 の地 域 に存 在 す る場 合
、 寛 容 の精 神 と1¥°一 トナ ー シ ップが保 持 され る な
らば 、共 同体 を維 持 で き る とい うこ と を、 この ビー ル(ビ エ ンヌ)の 町 は
証 明 して い る と もいえ る。
一 方
、 ブ リブー ル州(ド イ ッ語 で フ ライ ブル グ州)は ニ ケ国 語 使 用 圏、
す な わ ち フ ラ ンス語 圏 と ドイ ッ語 圏 の境 界 と もい え る場 所 で、 ここ で の言
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語 問題 は困難 を きわめてい る。言語 の問題 につ いて は政治 的 に神経 を過剰
に使 わな けれ ばな らない問題 とな ってい るので ある。 この州 の都市 の住民
はバ イ リンガルで あるが、同 じ州 の中で も、 フ ランス語 の優勢 な ところ と
ドイ ッ語 が優勢 な と ころ とが存在 す るので あ る。 ブ リブールの町で はフラ
ンス語 が支配 的で、 ムルデ ンの町で は ドイ ッ語 が優勢 で ある。 もち ろん こ
の両言語 は、州 の憲法 に よ って州の公 の言語 と して認 め られて いる。 しか
し、 問題 は実生 活 の上 で フラ ンス語 だけが公用語 にな ってい るところにあ
る。考 え られ る理 由 と して は、将来 ドイ ッ語住 民の数 が増 し、 その影響 力
が強大化す ることを ブ リブール州 当局 が恐れて い ることが挙 げ られ る。 も
ち ろん ドイッ語 住民 は、言語 の使用 に関 して公平 な処遇 を要求 し、認識 を
深 め るよ うに求 めて争 いを起 こ して い る。公共 の場 で はフラ ンス語 と ドイ
ツ語 の いずれ もが公用語 と して保証 されてい るが、 日常生活 の場 で はニ ケ
国語 が同 じよ うに用い られて いないのが現実で あ る。 しか し、最 近 にな っ
て よ うや く州 内の ある コ ミュニ テ ィー(共 同体)が ニ ケ国語 を使 う村 と し
て認 め られ るよ うにな った。 この村 で は フランス語 と ドイツ語 の両方 が幼
稚園 や小学 校で採用 されて いるので あ る。要約 す ると、 ブ リブール州 は二
つの言語 圏 に分 け られ、 それぞれ の地域 で は全人 口の約15～20%の 少数 の
人々が主流 派 とは異 な る言語 を使 ってい るとい う公用語 が混合す る地域 な
ので ある。
ヴ ァレー地方 もニ ケ国語 が併 用 され る州で あ るが、言語上 の問題 は少 な
い。 この地方 で は ドイ ッ語 と フラ ンス語 の二 っの言語 は、事実上、二っ の
異 な る地域 で用 い られ、 それぞれ区別 され た場所 に存在 して いるのであ る。
それぞれの話 し手 は公 的な場 で 自分 の母語 で 自分 の意思 を表 わす。
次 に、 ビール(ビ エ ンヌ)の あ るベル ン州 にっ いて述べ ると、 この州 自
体 も以前 はバ イ リンガル(二 ヶ国語 を話 す こと)の 地域 であ った。大部分
の地域 が フラ ンス語圏 で あ るジュラ山脈 を除 いて は、 ドイッ語圏 だ ったか
ao
らで ある。長 い闘争 と話 し合 いの結果 、1976年 にな って第26番 目の新 しい
州 として ジュ ラ州 を分離 ・独立 させ、言語 や宗教 間題 は歴史上解決 され た。
国民投票 によ って、新 しい州 をっ くりあげたので あ る。
2.法 律上での言語の扱われ方
ス イ ス に於 け る複 数 の言 語 と は ドイ ッ語 、 フ ラ ンス語 、 イ タ リア語 、 そ
して レー トロマ ンス語 を意 味 す るが、 実 際 に連 邦 レベ ル で は ドイ ツ語 、 フ
ラ ンス語 ・ そ して イ タ リア語 だ けが 公 用語 と して認 め られ て い る。 レー ト
ロ マ ンス語 の使 用 者 た ち は連 邦 レベ ル で の公 認 を求 め たが
、 ま だ承 認 され
て い な い。 州 の レベ ル で の 公 用 語 に と ど ま って い るの で あ る。 公 用 語 と し
て の 機 能 の た め に五 っ の異 な る語 法 に基 づ い て発 案 され た レー トロ マ ンス
語 の書 式 が あ り、 これ は主 に公 の 出版 物 の た め に用 い られ て い る。 新 聞 や
文 学 作 品 等 に、 この言 語 が 用 い られ る こ と は な い。
ス イ スに お け る法 規 の 特 徴 と して、 す べ て の ス イ ス連 邦 の 法律 は三 っ の
公 用 語(ド イ ッ語 、 フ ラ ンス語 、 イ タ リア語)で 書 か れ な けれ ば な らな い
とい う こ とが あ る。 ドイ ッ語 と フ ラ ンス語 の テ ク ス トは原 本 で あ り、 一方
イ タ リア語 の もの は この二 っ の テ ク ス トに基 づ い て翻 訳 され て い る。
そ れ で は、 国 の議 会 や、 州 の議 会 、市 町 村 の議 会、 それ に政 府 機 関 や 裁
判 所 等 で は、 どの言 語 が コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンや 通 信 連 絡 の た め に用 い られ
て い る ので あ ろ うか。
ブ リブ ー ル州 の状 況 や ジ ュ ラ山脈 近 くの ベ ル ン州 で フ ラ ンス語 圏 の人 々
が 独立 した州 をっ くった こ とを 除 いて 、 ス イ スで は複 数 の言 語 とそ の公 用
化 が 政 治 的 問 題 で あ った こ と はな い。仮 に政 治 的 緊張 が あ る とす れ ば、 そ
れ は宗 教 上 の 問題 、 例 え ば カ トリ ック と プ ロテ ス タ ン トの 対 立 とい った も
の で あ ろ う。 国 全 体 か ら見 る と、言 語 は人 々 の共 存 の上 で重 大 な問 題 で は
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なか った。 スイスの憲法 で は四っ の言語 と三 っ の公用語(ド イッ語、 フ ラ
ンス語、 イ タ リア語)を 認 め ることが第116項 目に記 されて いるのであ る。
しか もこの項 目は第4項 目 と も関連 し、 す べ て の ス イ ス人 は四 つ の言 語
(ドイ ッ語、 フラ ンス語、 イ タ リア語 、 レー トロマ ンス語)の いず れ の使
用 にっ いて も法 的 に平等 な権利 と立 場 を保証 され、 さ らに言語 の種類 によ
って差別 を受 けて はな らない と書 かれて い るのであ る。 いいかえれ ば・ こ
の条項 は母 語 の使用権 利 を基本 的人権 と して表現 してい るといえ る。
レー トロマ ンス語 を除 く三 っ の言 語 について は、法律 によ って公文書 や
行政上 の手続 等 にお ける平 等が保証 されて いるわ けだが、人 々は実 際面 に
合 ったよ うに言語 を扱 って い る。例 えば公文書 が三っ の言語 で書 かれて あ
るとはいえ、 イ タ リア語圏 の議 員 たちは、連邦議会 で他 の地域 の議員 たち
と話 し合 いをす る際 に、充分理 解 して も らいたい とい う気持 ちか らフラ ン
ス語 あるいは ドイッ語 の使用 を好 むので あ る。 そ してまた、連邦裁判所 は
レー トロマ ンス語 で書 か れた苦情 や訴 え も受理す る。 レー トロマ ンス語 は
連邦 レベルで は公用語 で はな いが、 それ らを フラ ンス語 や ドイッ語 に翻訳
させて いるので あ る。 この よ うなや り方 は実践 的で ある とみ なされ るか も
しれ ないが、 その背景 には自分 の母語 を使 用す ることが基本的人権 に沿 っ
た行 為で あ るとい う理 解が あ る。
で は、個人 と して は どの言葉 を選 ぶ権利 があ るのか とい う問題 をみてみ
よ う。そ の地 域 の言葉 を選 ばなければな らな いのか、 または各個人の母語
を使 えばいいのか とい うことであ る。実 際の ところ、例 えば南 チ ロ リア地
方で は、各個人 はどの言語 の共 同体 に所属す るのかを宣言 しなければな ら
ない。 スイ スはそれぞ れの地域 の言語 圏 によ って統治 されてい るのであ る。
誰 で あろ うと、 そ して各 個人 の母語 にかかわ らず、 ある場所 に定住 す る者
は、 公的な事 柄 にたず さわ る時 に は必 ずその地 域 の言語 を用 いなけれ ばな
らないわ けで あ る。 チ ュー リッヒに居住す る者 は、 ドイッ語 使用が義務 に
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な る。 チ ュー・リッヒでは、子弟 は ドイッ語 を話 す学校 に通 学 しなければ な
らない し、裁判所 や地方及 び連 邦議会 は ドイッ語 で審議 され なけれ ばな ら
な いのであ る。同様 に フラ ンス語 圏 の例え ば ヴォー州 や ジュネーブ州 で も
、
イ タ リア語圏 のテ ィチ ーノ地方等 で も、 それぞ れ フ ランス語
、 イ タ リァ語
ですべてが運 営 され る。 今 日に至 るまで この権 利 と義務 につ いて はスイ ス
憲法 の中 に書 かれて はいないが、〈スイス連邦 に於 いて法 律 と して成 文 化
され ていない法規〉 と して国民 が理解 して いる とい うことは重要で あ る
。
しか し、 この地域言語 を使用 す る権 利(義 務)は 、最近 にな って批判 さ
れ るよ うにな って きた。地域言語 を採用す るに当 って、上述 した考 え方 は
首尾一貫 していない し、 明白で もないか らで あ る。居住 す る地 域 の主 な る
言語が母語以外で ある場合、誰 もがまわ りの状 況 に同化 し、 そ して公 の事
柄 について はその地域 の言語 を使用 しなけれ ばな らない。 しか し一方 で は、
個人 の 日常生活 では母語 を 自由に話 して い るわけで ある。 地域 の言語 に対
す る権利 と義務 は、子供 たちが母語 で教育 を受 け るのを さまた げて しま う
おそれがあ る。 このため、「心 の真 の 自由 は、母語 を 自由 に話 す こ とな し
には考 え られな い」 とい うことが、 スイスの言語 や法 律の専 門家 の間 で い
われ るよ うにな ったので ある。
それで は何故・地域 言語 を使用 しなければ な らない とい う規則 が存続 し
続 けるのだ ろ うか。 それ は次 のよ うにいえ るだ ろ う。現在 の四っの公用語
使用地域 を保守 す ることには、 スイ ス人 のアイデ ンテ ィテ ィとこの国 の多
重文化 の基盤 を失 いた くない とい う要 因がか らんで いるので あ る。 こ うし
て四つ の言語地域 の領界 は守 り続 け られ、 それぞ れの地域 に移 り住 む人 々
を統合 し、互 いに吸収 しあ うことによ って各 地域 の均一性 は維持 され るの
であ る。 この ことは地域 に於 け る言語 的平和 を もた ら し、 レー トロマ ンス
言語地域、 あ るいはイ タ リア語圏 の少数 グルー プを保護 す る ことに もな る。
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各州や スイ ス連邦 当局、 そ して特 に連邦 裁判所 は、特別 な少数 グループの
言語 の保守 を確実 な ものにす るため に必 要 な手段 を取 らなければな らない。
こうい う保護 的 な手段 に よ って、国民一 人一人 が 自分 の意思 で 自分 の言語
を自由に使用 で きる環 境 は一応整 って い るといえ る。 しか し、政府当局、
そ して公 的機 関 との コ ミュニケー シ ョンや係 りを深 めなけれ ばな らない場
合 には、 その地域 で公 に認 め られた言語 を理 解で きな ければな らないので
ある。 これが不可 能 な時 には、 その人 は翻訳 に依存 しな ければな らない と
い う現実 の厳 しさに直面 す る ことにな る。
3.言 語教育 の現状
基本的 に、 スイスの教育 システ ムは次 のよ うな枠組 であ る。
幼稚 園 は通 常子供 が4才 半か5才 にな った時 に入園す るが、 これ は全 く
任意 であ る。 その後、初 等教育機関 で ある小学校 に入学す るが、就学期間
は26の それ ぞれの州 の教 育 に関 す る法 律 によ って定 め られてい る。だ いた
い4年 ～6年 間で あ る。同様 に次 の中等教育機関 に も3年 間 か ら5年 間通
学 しな ければ な らない。 その際、高 等教育機関 であ る大学 や総合技術専門
学校 、あ るいは これに類 似 した機関 に将来進 学 を希望す る生 徒 は、 〈ギ ム
ナ ジウム〉(ド イ ッ系 の大学進学 コースの9(7)年 制 中高 等 学校)と 呼
ばれ る学校 に入学 す るのであ る。 そ こで生 徒 た ち は 〈MATURA>(大 学
入学 資格試験)を 取 得 しなければな らな い。一方 、15、16才 で中等教育 を
終 え るほとん どの生徒 たち は、3～4年 間職業訓練学校 に義務 的に出席 し
なが ら、徒弟 見習 いを果 す。 こうして一週間 に一 日か二 日の見習い学習 を
して、優 れた職 人 や事務 員 にな るのであ る。最近 はよ り進んだ教育 レベル
の学習 が絶対 的 に必要 とな り、職業訓練校 を卒業 した後 に も学校や成人学
級等 で種 々な形式 のゼ ミナ・一ルや学習 コースに任意 に出席 す ることによ り、
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基礎的教育が続 け られ てい る。
教育 に関 して、各州 は原則 と して 自治権 が与 え られ てい る。連邦 による
法律 が統制 してい るの はい くっ かの限 られ た点 であ り、 これ らは最近 にな
って定 め られた もので ある。 いまだに州独 自の教 育 の法律 を採 用 して い る
州 もあ る。連邦 によ る法律 で は、 例え ば義務教育 の1年 間 の学業 日数 は40
週 であ り、学業開始 はすべての州 で一律 に夏 の終 り頃で あ る。8月15日 か、
この 日か ら6週 間以内 に新年度 が始 まるので あ る。外 国語 の教育 は小学校
の5年 次、あ るいは初 等教育 期間 が4年 しか ない地域 で は、 中等教育 の第
一年次 で ス ター トす る とい うことにな
って いる。 さ らに連邦政 府 は、 高等
教育 に向けて進学 す る生徒 に対 し、母語 を含 めて3っ の言 語 の学習 を義務
づ けてい る。高等学校 で は希望者 の ために、任意 の語学 コースを履修 で き
るよ うにな って いる。
一般 に実践 の場 で は
、義務 教育 の小学校 の5年 次 に児童 は外国語 の学習
を始 め る。 ただ し、例外 と して4年 次 とい う州 もあ り、 ヴ ァレー州 で は3
年次 であ る。外国語 とい って もスイスの公用語 を意 味 してい る。例 えば ド
イ ッ語 を母語 にす る児童 はフラ ンス語 を、 フラ ンス語 を母語 にす る者 は ド
イ ッ語 を、 イ タ リア語 を 母語 にす る学生 は フラ ンス語 を、 そ して レー トロ
マ ンス語 が母 語の児童(初 等教育 の4年 間 レー トロマ ンス語 が小 学校 の現
場 で使用 され る地域 がい くっか存在 してい る)は ドイ ツ語 を学 ぶので ある。
通常多 くの州 立小学校 で は、初 めの2年 間 は話 し言葉 に中心 が置かれ、そ
の後3、4、5年 と年 月が経過 す るにっ れて、話 し言 葉 と書 き言葉 の両方
の学習 が行 われ る。中等教育 の段 階 にな ると、 ドイッ語 、 フラ ンス語 を母
語 とす る生徒 は1～2年 間選 択科 目の語学 と して イ タ リア語 か英語 のいず
れかを選 ぶ ことがで きる。 イ タ リア語圏 の テ ィチー ノ州 で は フラ ンス語 に
加 えて、 ドイツ語 が7年 次 に教え られて いる。2っ の公 用語 を教 え るの は、
国 の教育方針 に従 っての ことで ある。す なわち他 の言 語集団 の人 々の心や
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文化 をよ りよ く理解 す るのに、他 の言語 の修得 は極 めて役 に立っ と考え ら
れ るか らで ある。
上述 したよ うな教育 は、事 務員や未来 の職 人向 けのすべて の職業訓練校
で も続 け られ てい る。一 般 に第二公用 語の学 習 は義務で あ り、 イ タ リア語
と英語 は任意 の科 目であ る。 初等及 び中等教育 で は一 っの外 国語 の授業 は
一週 間 に3～4回 あ り
、一方職 業訓練校 の カ リキ ュ ラムで は、 同 じ外国語
学習 で も一週 間 に1～2回 の授 業 しか ない。 これ らの環境 での学習 の進歩
は遅 々た るもので、現在 そ して将来 の必 要性 に充分応 じることはで きない。
高等教育 は外国語 の習熟度 を厳 しく要求 してい る。 ギムナ ジウムの学生
は、8年 また はそれ以上 の年数 をか けて スイスの第二公用語 を勉強 しなけ
れば な らない。第三 の外国語 と して は、通常英語 またはイ タ リア語 を4年
間学ぶ。高校卒業前 に はMATURAの 試験 の一 部 と して、 学 習 した外 国
語 の筆記 と口答試験 を受 けな ければ な らない。
大学 や総合技術専 門学校 で は、各学生 は もうすでに 自分 の専攻分野 でな
くて も意思 の疎通 が で き、講義 に出席 した り、 あ るい はそれに付随 した読
み物 を読解 で きるとい うことが前提 とされて い る。 それだけの フラ ンス語、
あ るいは ドイ ツ語 、英 語、 また はイ タ リア語 の知識 を有 してい ることが、
あた りまえ にな って いる。 母語 に加 えて二 っの言 語 にっ いて、完 壁 とまで
はいかな いまで も書 く力 も求 め られて いるので あ る。 とはいえ、高等教育
機関で も外国語教育 は行 われ、学習 中の外 国語 による文学、一般 の事柄、
そ して専門 的な内容 につ いての種 々 な講義 に出席 す ることによ って学習 を
続 け ることがで きる。 これ は完全 に一 人一 人 の学生 の個人的 イニ シアテ ィ
ブによ る ものであ る。 スイスの大学 は州立 機関で あ るので、州 によ って大
学組織 や カ リキュ ラムは違 って くる。例 えば フ ランス語圏の大学 はある点
で はよ り実践 的で あ り、 また現代 フラ ンス語学校 とよばれ る特 別の学部 も
ある。私 が訪 れ たザ ンク ト・ガ レン大学 はあ る面 で他 の大学 とは違 った教
as
育課程 を作成 していた。 フ ランス語 、 イ タ リア語、 スペ イ ン語、 ロシア語 、
日本語 の中か ら一っ の語学 を選択 し、 それ を4学 期(2年 間)履 修 す るこ
とが求 め られて い る。 さ らに4学 期 の履修 の後、続 いて文化関係 の科 目、
例 えば歴史、社会 にっ いての コー ス、 あ るいは各 自が学 習 した言語 にっ い
て のゼ ミナールを履修す るとい う教育課 程 がっ くられて い るので ある。
外国語 を修得 してそれを 自由 に使 い こなす必要性 は、 この10年 の間 にま
す ます高 まって きてい る。子 供た ちが もっと豊か な知識 を得 るよ うにあ ら
ゆる段階で努力 が重ね られてい る。小学校 や中学校 で は、特 別 の試験 的な
授業 が試 み られ、一定 の科 目を外国語 で教 え る実験 もな されて い る。1994
年11月18日 には、 スイスの学校 での複数 の言語教育 を 目指 して言語教育 の
振興共同研究所が設立 された。
外国語 の修得 のために もう一 っ重要 な ことは、 高等学校 や大学 レベルで
の学 生の交換 による現 地で の語学学習 の実践 であ る。 この よ うな交換 は、
幅広 い面 で意味 があ る。学校生活 を送 る こと、 ホー ムステイす る こと、大
学 の研究機関 に在籍す ること、銀行 や企業 で研修 す る こと、共 同研究 に参
加す ること、 これ らすべ て は言語学 習 に効果 を もた らす のであ る。 この よ
うな努力 は、外国語 の基礎 知識 を広 げ、 さ らに深 め るのに望 ま しい環 境 を
用意 して くれ る。 しか し、現在 の と ころEU(ヨ ー ロ ッパ共 同体)に 存在
す る交換計画 のなかで、参加で きるもの は限 られて いるので、 その機会 を
得 られ るのは主 にギムナ ジウムや大学 の学 生、 また は学 位 をす で に手 に し
た者 な どに とどま って い る。
20世 紀 とい う時代 は、 すべての階級 の子供 たちが 自分 の行 きたい学校 に
通学で きる可能性 を もた らした。 その結 果、第二公用語 をすべて の普通 の
学童 たちに学 習 させ るよ うにな った。 この学 習 は義務 教育 の5年 生 で行 わ
れ、 そ こには政治的 な意図 と配慮 も含 まれて いる。 アルプ スの北 の地域 の
二っ の雷語 グルー プの人々が、互 いによ り理解 しあえ るよ うに とい うこと
多言語多文化社会スイスの実状87
で あ る。 ドイ ッ語 と フ ラ ンス語 の言 語 の境 界 は、 しば しば"Rostigraben"
とい わ れ るが、 これ は一 種 の心 の 中 に あ る溝 で あ り、 言 語 の境 は二 っ の違
った文 化 と心 を意 味 す る。 そ れ は論 理 的 に二 っ の グ ル ー プの 間 に緊 張 を 生
じさせ る結 果 にな る。 少 数 派 で あ る フ ラ ンス語 集 団 の人 々 は、 時 々 ドイ ッ
語 集 団 の ス イ ス人 た ち に圧 倒 され て い る と感 じるの で あ る。 こ う した感 情
は、 フ ラ ンス語 圏 の大 企 業 の重 要 な ポ ス トが しば しば ドイ ッ語 圏 の人 々 に
よ って 占 め られ て しま う とい う こ とや、 ドイ ツ語 圏 と フ ラ ンス語 圏 の間 に
は国 民 投 票 で の結 果 に 見 られ るよ うな 明 らか な意 見 の対 立 が あ る とい う こ
とに よ って、 一 層 浮 き彫 りに され る。 ドイ ツ語 圏 の人 々 は フ ラ ンス語 地 域
(ヌ シ ャテ ー ル、 ビ ィ ビ ィ、 モ ン トロー、 ジ ュ ネー ブ)を 好 む し、 た と え
フ ラ ンス語 を 充 分 使 い こな せ な い と して も フ ラ ンス語 に対 して の偏 見 は持
って いな い。
一 方
、 フ ラ ンス語 を使 用 す る人 々 は ドイ ッ語 を あ ま り話 さな い し、 も っ
と明 確 に い え ば ドイ ッ語 が嫌 い な のか も しれ な い。 ドイ ッ語 を母 語 とす る
私 の ス イ ス の友 人 は、次 の よ うな話 を して くれ た。 「フ ラ ン ス語 を母 語 に
す る入(ロ マ ン人 くRomands>と しば しば呼 ば れ る)は 、 何 か 情 報 を 求
めて 電 話 を か けて くる と、 用 件 を切 り出 す前 に 〈フ ラ ンス語 と英 語 の ど ち
らを話 します か?〉 と尋 ね て くる の が一 般 的 で す」。 これ は一 つ の例 に す
ぎな いが 、 注 意 した い の は、 こ う した ロマ ン人、特 に高 い教育 を受 けた人 々
は、 ドイ ッ語 を学 習 す る こ とに積 極 的 で はな い とい う こ とで あ る。 ドイ ツ
語 圏 の 人 々 が 学 校 で習 う ドイ ッ語 を全 く使 わ ず に方 言 の ドイ ッ語 を話 して
い るの に、 フ ラ ンス語 圏 の学 校 で ドイ ツ語 を教 え た り、 学 習 した りす る意
義 が あ るの か とい った疑 問 が投 げ か け られて い る。 こ う して ロマ ン人 は ド
イ ツ語 圏 の ス イ ス人 も、 標 準 ドイ ッ語 や 書 き言 葉 の ドイ ッ語 を 日常 で使 用
す るべ きで あ る と主 張 して い るの で あ る。 一 方 、 イ タ リア語 を話 す ス イ ス
人 は テ ィチ ー ノ地 方 で ドイ ッ語 が 主 流 とな る こ とに対 して怖 れ を抱 い て い
88
る し、 レー トロマ ンス語 を母 語 にす る人 々 も自分 達 の言語 が結 局 は消滅 し
て しま うので はないか とい う恐怖 にお そわれて いるのが現実 で ある
。
こう した言語問題 に関心 を払 うの は無益 な ことで はない
。現在 スイスの
公用言語 は四つ存在す るが、 いず れ フラ ンス語 と ドイ ツ語 の二 つ にな って
しまい、 しか も ドイッ語方言 が将 来 のス イスの言 語分 布 を塗 りかえ て しま
うのではないか と恐 れて いる人 々す らい るのであ る。 も しこのよ うな二 っ
の言語 に集約 されて しまえば、 ス イスの国 が維持 して きた少数派 の人 々 に
対 す る尊 敬 と保護 の基本 的原則 は傷 っ け られ て しま うことだ ろ う。他人 と
異文化 に対 す る尊敬 と保護 こそが、異 質 な多言語多文 化社会 を と りま とめ
てい く要 とな るか らであ る。現 在 のスイ スは、80%の スイス人 と20%の 外
国人 とい う人 口構成 であ り、 これ らの人 々の意思 の疎 通 は、種 々な環境 の
もとで二 っあ るいは三っ の言語 を通 して行わ れて い る。 そ の中で も英語 は
ます ます重要 な言語 にな りっっ あ る し、若者 はイ タ リア語、 スペ イ ン語 に
も興 味を持 って いる。 これか らの経済活動 を考 え ると、 スラブ系 言語 、 日
本語、中国語 の重要性 が増 すで あろ うが、残念 なが ら限 られ た学 問の分野
にいる人 々や専 門家を中心 に学習 がな され るの に とどま って いるのが現状
であ る。
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